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　　　　　　　　　　　　　　　　　　ごあいさつとご注意

　　　　　　　 この度は、ＧＶファクトリーのＤ．Ｉ．Ｓにご興味いただきありがとうございます。
　　　　　　　　　　　　本製品は吸気量算出方法をＬジェトロ方式からＤジェトロ方式に変換する事を主目的として開発

　　　　　　　　　　　　しました。　

　　　　　　　　　　　　ノーマルコンピューターを使用する、シンプル機能ではありますがエアフロレスを身近に実現する

　　　　　　　　　　　　ことで、ロードスターのプライベートチューナーの新アイテムとしてご使用いただければ幸いです。　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　 本製品は本体後部にあるシリアルナンバーで管理しております。

　　　　　　　　　　　 本製品は動作確認後に出荷しておりますが、初期不良を含め購入後６ヶ月の製品保証しております。

　　　　　　　　　　　 お客様での無茶な使用、製品の分解・改造などがある場合は有償での修理となります。

　　　　　　　　　　　 本製品の取付け・調整をＧＶファクトリー以外で行った場合は、車輌損害、事故等には当方では一切

　　　　　　　　　　　 の責任を負いませんのでご承知ください。

　　　　　　　　　　　 本製品の修理等のサポートはＧＶファクトリーが行います。

　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　 ご使用・取扱い等ご不明な点は何なりとＧＶファクトリーまで御連絡ください。

　　　　　　　　　　　本製品の間違った使用は重大な事故や故障に繋がりますので走行には十分ご注意ください。

　　　　　　　　　　　製品取付けには手袋・保護具を忘れずご使用ください。工具の取扱いにもご注意ください。

　　　　　　　　　　　本製品はシンプルな操作性を持っていますが、走行中の操作は不注意による事故の原因と

　　　　　　　　　　　なりますので決して走行中は操作しないで下さい。

　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　この装置を取付けるだけで大幅な性能アップをするというものではありません。

　　　　　　　　　　　ノーマルCPUを使用しながらも様々なチューニング内容に対応しております。

　　　　　　　　　　　４スロ、ボアアップ、カム変更、ノーマルCPU対応のターボ・S/C等のチューニング内容に対応します。

　　　　　　　　　　　今後も対応の確認は随時行っていきます。

　　　　　　　　　　　本製品の車両へのマッチングは個体差も影響しますので多少のクセは残る場合もあります。

　　　　　　　　　　　本製品をご理解の上、チューニングの楽しみに生かしてください。

   　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｄ．Ｉ．Ｓの特徴
            　　　

　　　　　　　　　　　　 １．製品本体でアナログ的にセッティング可能
                       近年は汎用のフルコンピューターやサブコンピューターが発達してきましたが、そのプログラミング
                             やデータ入力には、専用のソフトにパーソナルコンピューターを必要とするために、その機能を使い

                             こなすためには、多少なりとはいえコンピューター制御に関する数多くの経験と知識とツール、時に

                             高度な設備が必要となります。

                             しかし、Ｄ．Ｉ．Ｓは純正コンピューターによるエンジン制御をそのままに、その制御のために送られ

                            ている数種類の信号をＤ．Ｉ．Ｓ内部で処理し、その信号値はダイアルを使い調整を加えることで

                            セッティングをするのでシンプルで受け入れやすい操作感を実現しています。

　　　　　　　　　　　　　　　　　

               ２．吸気圧センサー内蔵で独自のＤ‐ジェトロ制御を実現
                        Ｄ．Ｉ．Ｓは本体への吸気圧センサー内蔵により、シンプルな部品構成を実現。
　　　　　　　　　　　　　エアフローメーターを取外しに他のセンサーへの置換配線加工も不要です。

                             　＊スロットルセンサーが純正でリニアセンサー式を搭載するエンジンはそのまま使用します。

　　　　　　　　　　　　　　　スロットルセンサーがリニアセンサー式でない車両には別売の汎用スロットルセンサーを

　　　　　　　　　　　　　　　ご用意しております。

　　　　　　　　　　　　　吸気圧センサーの内蔵により部品点数の削減と、取りつけ場所を選ばないコンパクトさを

                             持ち合わせています。≪本体外寸(m/m)　H 25 x W120 x  L130≫
　　　　　　　　　　　　　また、吸気圧信号の調整とスロットル信号の調整をより緻密に可能にしているため、ノーマル

　　　　　　　　　　　　　ＥＣＵを使用しながらもエンジンの仕様の違いに広範囲に対応させること出来ます。

　　　　　　　　　　　　　例えば、吸気圧センサーレベルを最小限にしてスロットル開度優先にすることで、スロットル

　　　　　　　　　　　　　スピードデンシティからα-Ｎ制御に近い特性までエアフローレベルに対応します。

               ３．車種別ハーネス付属
                        Ｄ．Ｉ．Ｓは車種別ハーネスを付属していますので、元配線を加工することなくカプラーオンで装着が
                              可能です。

                              汎用ではなく車種別にすることにより無用な配線トラブルや加工ミスによるトラブルやダメージを未

                              然に 防ぎ、オーナーへの装着作業のための、必要工具数や技術的な負担を軽減しています。



　　　　　　　　　　　　　　　　　　         　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　ＮＥＷＤ．Ｉ．Ｓのセッティングについて

　　　Ｄ．Ｉ．Ｓには、この機種から圧力センサー出力の上限値の設定とスロットルセンサー出力ゲイン
　　　　の途中切替ポイントと切替後ゲインの調整の３点の機能が追加されました。

　　　　その制御によるセッティングのイメージは次頁にイラストで記載しております。

　　　　この機能の使途および方向性は、主として多連スロットルや、ハイカムの使用によるエンジンチュ

　　　　-ニングへの対応範囲を拡大し、その吸気バランスの狂いを補正しセッティングを容易にするため

　　　　に新たに採用しました。

　　　　Ｄジェトロ変換のシステムは、圧力信号、スロットル信号、回転信号を主とし吸気温、水温などを

　　　　補正値として吸気量を出力しています。

　　　　純正ＥＣＵはＬジェトロ制御によるため、エアフローメーター出力を吸気量換算するために定める

　　　　マップがあります、Ｄジェトロ出力がこのマップに合う信号をすべて発信出来ればエアフローメータ

　　　　ー付と同じ性能となります。が、実際にはこれは難しくなかなか全域で一致させる事は出来ません。

　　　　Ｌジェトロ用純正ＥＣＵによるＤジェトロへの置換制御の難しさはこのことによるものです。

　　　　但し、制御の違いに優劣は無く、そのエンジンの状況に必要な値が入力出来れば、問題は無く、

　　　　加えてＮＥＷ　Ｄ．Ｉ．Ｓのように圧力＆スロットルの各センサーの特性を調整が出来る機能があれば

　　　　エアフローメーター付では制御の難しい多連スロットルや、カム変更による吸気量の不規則性への

　　　　対応が出来、それを純正ＥＣＵ向け変換することも可能なのです。

　　　　ＮＥＷ　Ｄ．Ｉ．Ｓの大きな特徴の一つである、圧力センサー出力、スロットルセンサー出力の特性の

　　　　変更と制限を掛けることで、低負荷域は圧力＋スロットルのスピードデンシティ制御、中、高負荷域

　　　　は圧力センサーからの出力を抑えながら、スロットル出力をメインに切り替えてスロットルデンシティ

　　　　(α-Ｎ）制御へと制御方法が変化していきます。

　　　　今までには無かった新機能で、純正ＥＣＵ＋Ｄジェトロチューニングは益々面白くなります。

　　　　フルコンと比較してパソコンもソフトも要らずセッティングは簡単シンプルに出来ますが、そこはチュー

　　　　ニングです。

　　　　セッティングには焦らずゆっくり自分好みに仕上げてください。

　　　　尚、セッティングを含むＤ．Ｉ．Ｓの使用方法はご遠慮なくどしどしご質問ください。

　　　　理解していただくことでセッティングはより深く簡単になります。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＧＶｆａｃｔｏｒｙ　金谷
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                              　　　　　　　　　ボリューム各部の名称と調整方法の紹介（１）

　　　　　　　　　　　　　　　 　　

　　　　　　　　　　　　　　　

                                            
              

     



                             

                              　　　　　　　　　ボリューム各部の名称と調整方法の紹介（２）
　　　　　　　　　　　　　

                                            
               １，IDLE　VOLUME　　　　　　　　　　　アイドリング時及び、非アイドリング時の（燃調：O2フィードバック領域）負荷値の調整をします。
　　　　         　〈アイドルボリューム〉　　　　　　     ノーマル位置は中央です。右に廻す高負荷として指示をします。

　　　　　　　　  　≪プッシュアップ式≫　　　   　　　　   　《個体差により電圧計でチェック端子の白と黒の電圧を計測し

　　　　　　　　　押すとダイアルが上がります　　　　　　　　　　　　　アイドリング及び通常走行で調子の良いところに調整してください。》

               ２，F,GAIN　VOLUME　　　　　　　　高負荷領域及び全負荷時の負荷値を調整します。　（燃調：O2フィードバックが外れる燃料増量域）
　　　　　　　   （全負荷域ボリューム）　　　　　　　ノーマル位置は中央です。右へ廻すと高負荷として指示をします。

　　　　　　　　　≪プッシュアップ式≫ 　　　　　          　　《ノーマルコンピュータの全負荷の各マップ上数値以上にはなりません。》 

　　　　　　　３，P-STOP VOLUME　　　　　　　　　吸気圧センサーの出力に制限を掛ける圧力を調整します。

                  (圧力センサー制限ボリューム）

　　　　　　　４，TH-G VOLUME                    ｛５，TH-P｝で設定したレベル以降のスロットルセンサー出力の特性を調整しスロットル出力と

　　　　　　　　　(スロットル出力特性ボリューム）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　実スロットル開度との差を補正します　

　　　　　　　　

　　　　　　　５，TH-P VOLUME                    スロットル開度と実際の開度を補正する変更位置を定めるボリューム。

　　　　　　　　　(スロットル開度補正ボリューム）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｛４，ＴＨ－Ｇ｝との連動により調整します。

　　　　　　

　　　　　　　６，PICK　UP　VOLUME　　　　　　　加速ポンプの増量時間の調整ボリュームです。
　　　　　　　　　（ピックアップボリューム）　　　　　 精密ドライバー等で設定してください。　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《アイドルが安定した状態で軽くスロットルを煽って（～２５００ｒｐｍ）レスポンスを

　　　　　　　　　　　　　　　                  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　PUMP　LEDの点灯状態を見ながら調整してください。》
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

               ７，PUMP　VOLUME　　　　　　　　　加速ポンプの燃料噴射量の調整ボリュームです。
　　　　　　　    （ポンプボリューム）　　　　　　　　 精密ドライバー等で調整してください。

　　　　　　　　　　　　　　                　　　　　　　　《３，PICK　UP　VOLUMEとバランスさせながら、レスポンスをPUMP　LED
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                   　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の点灯状態を見ながら調整してください。》

               ８，PUMP　LED　　　　　　　　　　　　加速ポンプ作動時に点灯します。≪３，４，加速ポンプ調整のそれぞれの調整の
　　　　　　　    （ポンプＬＥＤ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　目安にして下さい。》

               

　　　　　　　９，POWER　SWITCH LED　　　　　設定スロットル開度に到達すると点灯します。
                  (パワースイッチＬＥＤ）　　　　　　　　　　　　《背面の調整ボリュームにてパワー接点の調整が出来ます。》

             １０，IDLE SWITCH　LED　　　　　　　アイドリング時　スロットルOFFにより点灯
　　　　　　　    （アイドルスイッチＬＥＤ）　　　　　　　　　　　《背面の調整ボリュームにてアイドル接点の調整が出来ます。》

              



             

                      



 

       

                           



             

        

                   ノーマル・エアフロ信号電圧　　　　　　アイドリング時　　　　(NA8)１．０Ｖ　～２．０Ｖ  (NA6)２．７V～３．０V
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　全開時　　　　　　　　(NA8)３．０Ｖ　～３．５Ｖ　(NA6)０．８V～０．３V

　　　　　　◆Ｄ．Ｉ．Ｓ　出力電圧　　　　　　　　　　　ＩＧ　ＯＮ時　　　　　　(NA8)１．０Ｖ　～１．５Ｖ   (NA6)１．５V～１．９V
　　　　　　　《チェック端子　白・黒》　　　　　　　　　アイドリング時　　　 (NA8)１．３Ｖ　～１．６Ｖ　 (NA6)２．６V～２．９V
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　全開時　　　　　　　 (NA8)３．０Ｖ　～４．５Ｖ   (NA6)０．５V～０．３V
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　■スロットルポジション電圧

　　　　　　　　《チェック端子　灰・黒》　　　　　　　　　全閉時　　　　　　　　　(共通)０．４Ｖ　～０．５Ｖ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  全開時                   (共通)４．０Ｖ　～４．５Ｖ

　　　　　　　　　　　　　　　　       　商品についてのお問い合わせ

                               


